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墜落災害 転倒災害

はさまれ・まきこまれ

昨年同時期より５人増 昨年同時期より８人減

昨年同時期より６人減

昨年同時期より１６人増

動作の反動・無理な動作

島原労働基準監督署からのお知らせ
島原市新馬場町905-1
☎ 0957（62）5145

令和２年の管内における労働災害は150件となり、前年と比較し４件の増加となり、死亡災害は発生

しませんでしたが、前年を上回る結果となりました。

業種別でみると製造業が全体の３割を占め、製造業の中でも食料品製造業が29件と多く製造業の

約６割を占めています。

事故の型別でみると、転倒災害、墜落災害、動作の反動・無理な動作などで多く発生しています。

「墜落災害」では、高さが２ｍ以下などで多く発生し、脚立・荷台からの墜落が見られます。

「転倒災害」では、床面での滑りや作業台などに躓いて転倒に至っている災害が見られます。

「挟まれ・巻き込まれ」では、ベルトコンベヤーなど稼働している個所に手指を挿入し負傷する災害が

見られます。

「動作の反動・無理な動作」では、重量物を扱う際、不自然な姿勢で作業を行った際、腰などを痛め

る災害が多くみられます。



～熱中症予防対策の徹底を！～

令和3年5月～9月

職場における熱中症では、毎年約20人が亡くなっています。
「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」を展開し、職場での
熱中症予防対策に取り組みましょう。

意識障害・け
いれん・手足
の運動障害、
高体温

頭痛・不快・
吐き気・嘔
吐・倦怠感・
虚脱感

めまい・失
神、筋肉痛・
硬直、大量の
発汗

熱中症の症状と分類
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熱中症は、重篤化し死亡に至る事例も後を絶ちません。新型コロナウイルス感染症
予防対策を行いながら、熱中症予防措置を講じましょう。

長崎労働局 クールワーク

島原半島では転倒災害が多く発生し、中でも高年齢労働者の災害が増加しています。

高年齢労働者に配慮ある職場づくりを行いましょう。

長崎労働局 転倒セルフ


